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はじめに

2006年現在，フリーター，ニートは，それぞれ

で187万人， 63万人いると報持されている

警 2(07)り後にみるように，政府はこ

して， フリーター，ニート対策

に実施しているところである。ここでフ

リータ…とニ…トを一括したが.本論で改めて

るように，本来これらはまったく性自の異な

るものである。ただ 政!奇の施策は若年層{主と

して 15 34議)に対する白

で包括的に行われキャリア形成文按jあるい

は「キャ 1)ア教育jと位摂づけられてきたた

本*'，~においてもこれらそれぞれに出有の問題をさ

あたっ

という一つの問題とし

走井洋一
Yoichi HASHIRII 

キャワア教育を論じるうえで一一一キャリア教育の

みならず教育そのものを論じるうえで一一不i

な弘j観や教

えることとするひさらに，

しているキャリア教育施策の背景とその施策

る(立)。そこで，いわ

としてのキャ

ア教一育という実惑がj手かびあがることになるは

るむそしてここまでの+食言すを踏まえ，キャ

リア形成の日諜についての問題と，キャリ

にできることとできないことを考えていくことで，

ているもの，

を指し示すことばとしてmv¥

う〈盟)。

に成熟し

さて，こうしたキャリア形成支援やキャリア教 指示することばとしては用いないことを最初に

職業生活との結びつきの強さから労働政策 断っておきたい。

としてiH:えられカtちであるカ

れにとどまらず.学校教育にも

じられているひそれに対}必してキャリア形

成支援やキャリア教育についての研究も広がりを

みせているといってよし)(J)日本稿もそうした広

がりのなかのーっと捉えられてよいが，これまで

ら語られてきた「キャリア教育Jについ

てその全体銀を把握しこれから述るべき道筋を

なすものと考えているのた

るがゆえに，キャリア

き;討すことに本稿のテーγ をあらか

まず、キャリア教育をめぐる諸概念を

しキャワア教育をdl命じるための共油認識を

する(1 )口これまでのヴ:官観や教育観が

1 諸概愈の再検群

(1)教膏

同文字fJということ を確定してい

く作業は，ぞ

といってよい

'大きなテーマである

硲かにキャリア教育を主題と

とはできないが， こ

よってキャワア教育の拾える

ことになるだろう a そこで，これま

きた f教育jについての代表的なは

を害りくこ

本稿でmいる「教宵jということばの意味内実を

しておきたいの

さて教育jを自覚的な党みとし
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p.l36)，子どもが白紙 (Tabula であるとい

うことが前提とされている。もちろん，コメニウ

スもまた，子どもの自然性への視点を存してはい

た。被は子どもが身につけなければならないもの

としてヲ知識，徳fJ¥神に帰{衣する心，の3つを

あげて，その積子が白完投に与えられており，

によって発現すると述べているため (Comenius，

1657， 1 殺.p.81) ，全くの“台紙"であるとみなし

ていたわけで、はない。しかし 子どもが大人にな

るために教育が不可欠な要素であると考えていた

ことは f教育されなくては (nisi

人間は人間となることができないJ
1657， 1巻， p.81)ということばに端的に表れてい

る

この教育観

らなし

しミったI.カントのことばとい1

という子ども棋が成誌をなしていると考えてよ

そして，こうした子ども践には，子どもは教育さ

れたことを学習するというある韓の信仰が内在し

ている凸つまり，親や教印Iiによっ

をよ慢じて子どもが学ぶことができなかったとして

も， より適切な教育を施すことによって子どもが

必ず学押するに速いないという考え方であるりこ

うした考えHが，教育によって子どもはいかよう

にも変存しうるという誤った認識に結びついてい

くの

!えといったものが，ここにおいて教育と同裁のも

として扱われたことになるりこのことはクワー

クにおいてさらに明確にボおれる。彼によれば，

これまで考察の対象としてきたのは， I"~ 

った

る必攻:があるという (Krieck， 1930. 

において教育が形成過程合体と liiJ義とみなされる

にいたったと考えてよいだろう。

こうした見方は，人関の形成過程を包括除的・総

に捉えるという点において

かもしれないが， しかしヂューイやクリーク

臨していた以…ヒの地結をもたらすことになるりク

リーク自身も認めていたことではあるが， もとも

と教育は大人による意同nなな行為として捉えられ

てきたりしかし彼らがその意味を拡大しなお

コメニウス以降受け継がれてき

う営みと

むことで，

という営みと

とf手習と

込

し

ていったのである

このように教育と学~'>1 .形成を-

てしまうのではなく，ある H楳々ね

るべく子どもに変容をもたらすよう

を r~長定しようと

教育白内然

がい

する

による教育，人間による

と分けたうえで，白然による教育は人間の1)に

よって変更することができないために，ぞれ

して入信jや事物が教育しなければならないと考え

上 巻晶25)口つまり，

強く信頼していたた

にはどうすることもできない古然にした

がって子ども白身が学習・形成していくことがで

きるように働きかけるだけでト骨であると考えた

いというかたち

ルソーの，いわゆる白

と

1)品っていないと考えてよいが咽 しかし

大人が子どもに対しでもっている 11標ゃねがい一一

人になること
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るべく，子どもに対して働きかけて

いると考えるべきで為ろう。つまり，教育したこ

とが主義的に子どもに都響を与えるという

点っていた点を，ルソーと，コメニウス， j-"ュー

イ，そしてクリーケらとの共通点として指摘する

ことができる。教育の没者iをどの程度認めるかと

いう点において差異を認めることがマきるとして

も，どちらも教育が子ども

えるという前提をもっていること

る。彼らの教育と学習や形成過程との関係を図示

閃1のようになると考えられるのここで

はさしあたって，ヂューイ・クリークらのように

教育と形成過桂とをIliJ義にみなすものを「デュ-

1.クリーク型jとしルソーのように教育の役

を設定的に考えていたとしても

に影響をうえると考えるものを

を秘めているどころか，むしろ教育にで

きることは非常に限定されていること， さらには

教育したとしてもそれが確率的にしか成果を生ま

ないということに気づかされるだろう(広m.
このように考えるならば，教育は，学科や

をらえることもあるだろうカ王，そのー

を与えないこともありうるはずである

2参照)の教育とは，子どもの学習や形成に

とって不可欠な営みではないことをま

る必要があるだろう

ソー剖Jとする

(2)学留・形成

上述のように，子どもが大人による教育(ニ

人による意|ヌ|的な営み〉を必ずしも必要としてい

ないとすれば，子どもはいかにして形成している

のだろうかの

という営みが近代において生み出おれたも

のであると R アリエスやLイワイチらが指弾し

たことは局長nのとおりである (Aries.1960. 1972: 

1970. 1984)。按らは，中世の 3ーロツノfな

どにおいて教育という大人による意凶的な営みを

見出すことができないという事実をふまえ， 18 

ら登場してくる「学校Jが子どもたちを

開|し¥iるみ，教育を独占することによって.子ども

には教育が不可欠であるという“homo

という与え)jがわれわれのうちに定

詰していった過程を明らかにするのこれがいわゆ

る「学校化jとよ iよれる事態である。それ以

帽おいては「子鉄ないし若い大人がil~kする

によって「告1i1遣と知識の伝達jあるい

は iI供の社会化」が連成されていた

p.1)りすなわち，子どもに対する大人の意

としての教育がない時代においても，

していたので、あるつ

新しい教育一学習・形成関係図2
学

習

・

形

成

教資

11 

ザ事3・形成

)[.，ソー型デューイ・クリーク聖

… 77-

従来の教育一学習・形成興需

そもそも事教育は大人による怠閥的な分みであ

るひそうであるかぎり，教育を拡大して捉えるこ

と.あるいは教育が必ず子どもに学官をもたらし

その結果としての変符がづ|き起こされると考える

ことは 子どもの学習通程や形成過程のすべてを

しうるという誤った:考え)jに結び、つく

11]"能性を排徐しきれないけつまり，ず、ぶ…イ・タ

ワーク引にせよ，ルソ…加にせよ.教子fが大人に

よる立問的な甘みであることへのfI覚を

るかぎり，教有したことが必ず子ども

るという認識をもたらすだろうし，

とともには教育が必要であるという“homo

educandus"という fども搬を禁批判に受け入れ

ることにもなるだろう

しかし教育が大人による立[ヌ|的

という事実に真撃にIn]き合うなムば，

f 

図 1
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こうした徒弟寄りにおいて子ども拭いかに

社会化していたのかりこの点についてはいろいろ

な見ん竹，-tiJ能だろうが，ここでは捷荊制における

をfLE統的周辺努力uJとして記述した].

レイブらの研究を参考に考えてみたい (Lave

and Wenger， 1991)。

徒弟制において新参芸~(a newcomer.ニ学習普)

はその社会において必な知識や技能を身につけ

ていく(肉3参照)りこのi段学習者は当該の社会

において中心を初っている十全的実践者 (afull 

practitioner)へと近づいていこうとすることによっ

て，学習を遂仔するやその過程においては， 自己

のアイデンテイティを変容させるという事惑を必

にかつ同時に学宵者は経験することになるは

ずであるりというのも，その社会においてより 1fT

うようになっていくためには川

において必要なことがら一一知識，技

そしていわゆる社会?生にかかわるスキルなど

し， ~己のアイデンテイティを変容さ

せていくことが求められるからである

辺参加としてヰじる守は，このよう"

的な社会，あるいはより広い意味での文化

へと参加しようとする際に生じると考えてよいむ

どもたちはこうした偶々の文化において「一人

となっていくのであるのそして，こうし

習のプロセスは，個々の文化が不変でないかぎり，

ることなく続いていくはずである。当該の文

化のrtlJL、を担っているトィ公的実践者もまた，その

文化がよち広い文化や飽の文化との和正110mにお

いて変化し続けていくため，相対的に f'全である

ぎず、?その文化の変化にあわせてつねにアイ

デンティテイの変容を余議なくされていると考え

てよいだろう

新参著者

図3 正統的周辺捗加論における学習

々の文化という具体的かっ悟別的

参入によって学官者は否協なく白己白井の変持を

迫られることになるが，その変容は学習者自身に

とって望ましい場合もあれば，望ましくなし

もありうるの文化が多種多様であればあるほど令

学習者は，自分にとって望ましくない変容を?要求

する文化から離脱し 望ましい変容を袈求する文

と参入す地ることができると考えてよい(凶生

参!百九

しかし学校化さ

たちにこうした離脱と

ない

てき

喰おいては，子ども

を行う白山はほとんど

とりわけここまでみ

において

されていたのに対して，学校化さ

れた社会においてはこれらが分割されてお

fF1ほか， 1995. p.l26)，そのた

されるの誌，その後に到来する

場で求められるスキルを身につけることになる

る学校は，すべての子どもたちを削

い込み，年:宵することを求めるのだが，

が多械であればあるほど，子どもたち く

な

喰なるのそれ

であろう職業すべてを見通して

スキルを身につけさせること

O 

国4 多様な文化のなかでの学習

一四一
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ゆえ，学校は仕事の場で必要となるであろう

化されたスキルを身に付けさせることで満越せざ

るをえないが，そこに伺い込まれた子どもたちは

にそうした一般化されたスキルを細別的

ら切り離された状態で学ぶことを迫られ

るのであるく拡伯ほか.1995. p乙3)。学校や教師，

大人は「そのスキルを身につけることが職業を姫

たときに役に立つjとし寸帯意にもとづいて

こうしたスキルを子どもたちに伝えること

であるとみなす口ただ，

的状況において必ずしも

ないにもかかわら これらを正当なものとして

子どもたちに身につけることを強要するのである

よる支配」と呼ばれる事態であり，

な善意にもとづいて支配を正

当化し強化しているにすぎない(品 l[l.1989， 

とのp.286)。このことはきゅ

どもを“homo

とみなす考え庁に依1~ しているといっ

てよし

された社会においては，子どもの学科1や

形成過程が子ども自身によってではなく，教師や

人によって遂行されるという矛居を字んでいる

といってよい。学科の主誌はどこまでいっても

どもでしかないが社会が学校化されていくブ口

セスにおいて，子どもたちは学校以外の場で、学ぶ

ことができないという

こととなる(Illich，1970. 

するために辻学校に行かな

て

どもたちにとって;布益であると大人たちが考える

一般化された一一一個別的かつ具体的な文化的な状

とっ

ス
・
に
る

て
・
も

し
・
ど

そ
・
子ふけ州、われ

るという

ことを強要するいう事態

とみなしてきた結果，ヰじているこ

とをわれわれは確認しておく必要があるだろう

(3)キャリア・キャリア形成・キャリア教育

キャリアという こ と ば は 現 在 多 棉 多

ゆ打、ミられているが，文献のなかに現れること

ばにi主Uし，その概念の経史的な変還を記述した

)[1喜多 (2007)によれば “はラテン

のついた乗り物)を語源として

おり. 16 

で馬を;tら

になって英語として「フルスピード

けるjあるいは「戦時における

突撃」という意味が出てきたというの 17，18世紀

ヒ真になって「権力への踏段の 1-，へ}--への道jをも

るようになってくるむつまり，以前に

他的に中:立であったものが，この時代にいたって

“careerが一つの正しいi誌を示すことばとして

用いられはじめていたと考えてよし aだろう G

そして. 19世紀半ば頃までには，職業それ自

を示すことばとして“career

になる。ただ，こ

れ自f卒を意味しているのではなく，安定し

を約束してくれるだけの収入をもっ職業を し

ており，“career はそうした職業やそれに伴う

を示していた。特に 外交官やi政治家という

な地位にある入を指す窓;味でも用いられて

career 

ものと

こととなったといってよいの

ばにいたってようやく，三areer"

研究の対象となることで，

なニュアンスが排除されて，

檎されはじめるようになってくる。ただ¥こうし

た経緯から，このことばのもつ多義'性を把握する

ことが可能で、あろう。

それでは，われわれはキャリアをどのようにと

らえればよいだろうかむそれぞれの人に越したそ

れぞれのキャワアがあるという意味で、の相対性を

引き受けつつも，そこに共通するキャリア概念の

しを立てていくことが キャリア教青やキャ

リア形成を考えていくうえで、求められる

るりその際，渡辺 (2007)が. 20t世紀半

の4つを共通点とし

いることが子がかりを提供してくれるだろう

キャリアが偶人と

において斗:じてくるものであり，場合によっ

といったことがらとて
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ともあろう

などをも合意したものとし

うことである。また，こうし

じられたものではなく，

じて多様に広がっていくものであることはいう

までもない。これが③の空間的広がりへとつなが

るのである

そして， (.むの偶知性 Gndividuality)は， 向

在己i墾J尺などのように ーー人一人の樹剖性を

認めることがキャリアにとっ

るのただ， ここでいわオしる

をとするとし、う科

いのはーキャワアが個人とそ

自己の

において生じてくるものであるということか

ら考えれば‘明白であるのfIi二は確かに他の何物で

もない自分を強制するものではある会自分と

噌 -'--Lしではじめて自分を強調す

ることができるという側面を有している。すなわ

ち，岳己はつねは自分を肯定することと再定する

ことの二重性のうえに成り立っているのである

この偶汚[j件は社会

あちうるだろうし 許余曲折を経つつ形成してい

くブロセスにおいて徐々に自己を変容していく

( 来-り越えていく)ということもあるだろう

いずれにせよ，キャリア形成が時間的

なく仁' 多種多様な経路をi辿ti主よ:長:白!る可能i
を右有.していることを指摘できるはずであるの

キャリア概念が非営に多義的・多面的な芯;味内

を有していながらも，

例えば，;t-ャリ

及

今日においては職業生活以外にもボうンティアや

ど多梯な活動がある

ぺ〉

さて，キャリアがこの4つ

るということに同志したとして，本稿におい

て問題となるのは，キャワア形成やキャ 1)ア教育

的入院としての白

あろうの

と考えておくべきで がどのようにして成り立つのかということである ω

最後に，

を考察したo.F.ポルノーが人間形成過程にお

ける連続的なものと非連続的なものとを分けて，

連続への視点の草要性を指摘したように

1959)，キャリア研究においても

という

2007， p.l4)の..transi tion" ま|移行jと訳されて連

強調する捉え:スiをされることもある

が，ただその場介であってもまったく変化のない

なく，ラテン訴の“transire"を語j出と

していゐように， r越えていく Jというニュアン

スを合むため， J品…丈A と現在との

と未来との関の隔たりを

先に吟味した教育と学問・形成の概念を踏まえつ

つ，これらについても検討しておきたし

キャリア形成が個々の人間において生じること

らも明らかであるが

は一人一人が異なっているという

(2004) 

なく，

られた

る。

キャワア教青ーということばについては，

一人 a 人

を文t乏し，それぞれにふさわしい

を示している
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つまり， 1教育jということばを出いるかぎり，大

人による意国的な常みという前提を

できないために，そこには fども

なわち，大人が抱く

いう子どもに対する日

ことになる

おい

という場で、遂行される…般イとされた

とはそもそも相手子れないりまた，先にみたよ

うに，教青と形成過程は同義ではないひそれゆえ

fキャリア教育Jという概念n体がそもそも成り

立つことが困難なものであるといわざるをえない

。このことは後に考えるように，大人が子ども

るものではな

と形成とし 1う

る必要があること

て考え

しておきたい。

E キャリア教膏の現状

(1)キャリア教背施策の背景

し，

ャワア教育J

る可能'陀に}言及しつつも，

との接続の現状に問題を

するための H浪の lっとして

している υ

このころフリーター にあっ

はフワ…ターをたり!ば't.労働省

115 ~ 341設で，男性は卒業白

もしていない

として

査しているが.その推移は表lのとおりであり，

1990'W代{走半;ニブワ…ター数治宝一大中両に増加|して

いることを確認できる口

諜 1 ブリーター数の推移〈万人)

1982 50 217 

1987 79 214 

1992 101 2005 201 

1997 151 2006 187 

2002 208 

また，

その背景として li向
いわゆるフリーターと

といった問題をあげて，

とみてもあ

にいたって

ものの害IJ合は50%

359'<'>前設でJ住移している(J半生労f鶏省.2007. p.26)口

さについて「就きた

とのミスマッ

とみなしていたことは科易に惣像できる。こうし

たミスγ ッチ

と

いという

申が示していたとおり，

との十分な

や iインターンシップ

ャリア教育プラン」として打ち出さ

れており，こうした職業生活を怠識した教育のあ

-81-
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が発足しそこで向年6月に

され，

プランを議選してし為く具体策を示した「若者自

立，挑戦プランの推進 iを2004(平成 16)年l月

丹治宝

トピックスとして

いで iが掲げら

34 

ない

その実

それま

とされていた

られると同時に，

で，表2のような経年での控移を報(きしているが事

これによれば， 2002 (平成 14)年!交をピークとし

にあったことを読み耳立ること治宝できるの

表2 若年無業者(ニート)数の推移(万人〉

1999 48 

ブリ…タ…の増加uこ加えて，

となり，キャリア教育をも

といったa括的な

と転換しているとみてよいだろうのただ， 2005 

17) 

えていることに抗日する必要がある

立・挑戦プランjをより実効性・

ために. 2004 

を高める

科学書， 2006b， 

この記述は2006

と述べられている点であるの

18)年度白書では削除され

ているものの(文部科学者.2007. p.79-81入

科学省が2006(平成18)年 11月にまとめた

-高等学校キャリア教育推進の千ヲ

人一人の勤労制，職業観を育てるたぽう

にj(以下.切手守口では.キャリア教育の必要何:と

して

しつつも，学校から社会への移行

をめぐる課題の 1っとして若者自身の

ぐる課題をあげて，

.職業人とし

変化といつ

いてもそうし

のの，個人的な

タ←・ニート

いて百-及はされているも

の問題としてフリー

じはじめられていることは

日にfi立する。ただ この点についてはフワー

ターやニートの私ニ若が必ずしも意欲を欠いていな

いことが各般の統計からポ峻されるの問えば，

るj吉;識調脊jによれ

についてどのように考え

に対して，無業者のうち

あっても，働きたしけと芥え

たものが24.1%で. r希望の仕事があれば働きた

いJと符えたものが52.2%であり，あわせて76.3%

が「働く jことへの意欲をみせている(内

(2)キャリア教育の現状

としてこのフ

るかを考え

それでは，現在キャリア教育はどのように推進

されているのだろうか。先にあげた手引によりな

-82-
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がら，その概略を示してみたい。

!においても，キャワアとは{可か，キャリア

教育とは向かということについては，キャリア教

力者会議

しているが，これま

分に触れられていなかったキャリア発達について

古及し f発達とは生誕にわたる変化の過程であ

り，人が環境に通r.ちする能力を猿得していく

るむそのr}lで，キャリア発達とは，良

を一人」人の

として考える そうした

かに形成さ るく〉

子引では「キャリア発達には，先輩生徒が行う

るため，キャリア教育

を過して推進されなけ

(文部科学者.2006a， pβ) ，さらに

々人の生き Jnこかかわる

人とのふれあい

などが総合的にかかわってくる(文部科学省.

p.25)としているむ先に検討したように，

は白らが参入した文化のなかで活動しながら事

多種多様な影響を受けることで形成していると考

えられるりだと している

セン あち方は首肯できるところである。

能力

る(表3)

フロ

児章生徒が将来

人として生きていくために

として. r人間関

キャリア

したものとみることができ

との相互作用にお

しかしそうした能力

させるのかという点になると，こ

生かされているとはいいがたし~

リア発達の視点から各学校設|清ごとに叡り

き発達課題を掲げているが，こうした発達課題を

まえて，子どもたちに必要な諸能力を「怠閥的，

に育成していくことが重要である

いてキャリアがと主じるとすれば， ここで具体的に

された諸能力はそうした相互作用のなかで生き

ていくうえで必要なものと考えてよいりだが，教

ヂ}~下1'j'. 2006a. p.l9-20)としている口例えば.その

なかで刀之される f存来設計能力jのなかの

は，表3にあるように， f1標とすべき

将来の竺き方や進路を考え それを実現するため

鋲 j主主

人間関係

Jr~成filUJ

情報i ，~'JIJ 
詑 h

将ヰ〈足立百1-

主義 JJ 

J2-:思iた定
)J 

する。

表 3 キャリア発達にかかわる諸能力(例)

能)J説明

[t9他のま理解能JJ)白己Jfl!解を深め，他者の多憾な柄牲を理解し I(いに認め
会うことを大切にして行動していく能)J

コミュニケーンン詫JJ]多械な集団‘組織のYJで.コミュニケーションや
人1M)関係を築きながら， れしょの成l毛を来たしていく1ì~}J

~3-

進路や職業等に閉する様々な情報を収集・探索すると
. i{if耳し 。弓の進路やl/:.き }jを考えてし、く能)J



キャリア教育め現状と議題 Career Education in J apan: Its Development and Issues 

実際の選択行動等で実行して

であるが，各学校段階・学年段階の発

とおりである。

をするJ. I決められた

時間やきまりを守ろうとする」

くりの必

るJ

ことを考える大切さが分かるJ. I憧
れとする職業を持ち，今 しなければならな

いことを考える

「将来の夢や職業を思い描き，自分にふさわ

しい職業や仕事への関心-意欲を高める

f進路計画を立てる;意義や方法を理解し，自

き将来を暫定的に計顕するJ.

て，その達成に向けて努力するJ

「生きがい・や乃がいがあり自己を生かせる

生き方や進路を現実的に考えるJ.I職業につ

その実現に

ここで にされていないものの，これらの発

わゆるキャリ

段階の日標として設定されることになると

よいだろう

すでに指摘したように，キャリアは個々

き方にかかわる問題であるの子引にお

いてもそうした視点を確保すべく，

{ド|々を理解しその変容を的確にとらえて発達を

ャリア・カウンセワン

ィヲて省.2006a， p.16)などの資質や能力を教員に求

暢もかかわらず¥ こ

いたように，すべての子どもたち

じように達成すべき一般化された教育の丹標

が明示されているのである。もちろん，救育であ

るかぎり目標を設定することは必要であるが，こ

こに示dれる日棋には鵠々のキャ 1)ア形成から切

なキャリア発達制

されており，その直線から逸脱しないよう， . 

自らの詑力を高めていくことを求めていると考え

られる。こうした直線的なキャリア形成観がB本

の現在のキャワア教育を支える基本的な考え方で

あるといってよいだろう

臨 キャリア教育の課難

(1)キャリア形成の目標

期えば. 2005 (乎成17)

業の「ブリーター・ニートにな

を実施した鳥居徹也は，授業のなかでブリーター

と正社員の捻涯賃金格尭が2銭円であることを示

すという(日本教育新開， 2005年9月5R九ある

いはまた，ある大学の進路センターに

作った札束が展示おれ， _L記の烏罰と開ヒく，ブ

リ…ターと正社員の生涯賃金格廷を視覚的に示し

ているという(行波， 2007， p.203-204) 

これらは，進路選択・鞍業選択においてフリー

ターやニ…トになること

を日 をもっているのは

キャワア形成の最終

している

とで誌ないし，フリーター・ニート

と

いわさるをえない。

ただ同時に，キャワア教有の現状は，こうした

を全面的に汗定できない あるいは百定する

で、あろう

いりただ，

ところであろうのとい

においてみられた考え万

'ブピ

って実現される

を!J指しているわ吋ではな

なかで川されていた考え方

一例←
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は，個々のキャリア形成からWJ与離され，

されたi直線的なキャワア発達であったしキャリ

じてきたのは，フリーターやニ…トに

ならないことを日指すべきであるという背景が

あったことはすでに指損したとおりである。日

[:K]憲法では!玉l民に勤労の義務が課せられておノ，

i意思のない

はYj備えられなv)J

p.400) ，つまち，公的なサービスを

るためにはそのための義務を来たさなければ

ならないという趣骨だが，そ

要求がなされることはいわば

れない。

しかし勤労への要求あるいはM.ヴェ…パー

的にいえば，禁欲的に労働に勤しむという

!支は近代的な産物とみなされるべきだろう

1920)。確かにヴよ氏、ーパーが明らかに

したのはキリスト

を支える職業労織という

いうことであったカブロテスタンテイズムの忠

惣的背景をもたなかった近代日本の価値もま

と努力であった内， 1991. p.l6おりより的確

るならば，

. 1997， p.79)というエート

スを有していたといったほうがしミいかもしれないむ

ただ，こうしたエートスは学校教育を通じて達成

される学経の獲得 そしてそれに付随する社会的

と相即にわれわれに内在化してきたのつ

卜.昇移動を

られてき

というシステム

を果たしてきたことがこの背

にある。学校というシステムは，ょ

のj引tj，と社会的上昇移動への野心や欲望を扱き立

てる一方で，そうした野心や欲望を諦めさせる機

能を来たしてきた(竹内， 1991; IIIIJI， 200わりこう

した ~"f:校というシステムがもっ選抜機能が

るためは.社会的上#移動に伴う報酬

らな

を充足させ

もIlj'能とな

これ均三

さのアノミー!と ばれる である(竹内，

ここにいたって，キャワア芳三成のは+票に

2つの問題があることに気づくことになる口まず

第lに，学校というシステム自体が内告していた

機能の A つが社会的選抜を行うことであると

ば(10) キャワア形成の目標へと子どもたちを

っていくことにならざるをえないということで

ある O キャリア形成は個々人の生き方にかかわる

ものであるため，すべての子どもたちに共通のu
標こそ設定しないとしても 一人…人に明織な日

標を設定させ，それに向かつて努力することを義

抜機能を発揮し明確な日

とによって，制々のキャリア形成に

十分に考えられる口

iまそのプ口セスで司標へのあきらめを

に白覚させることも必要になるりた

クール・ダウンの仕組み

しているのかどうかが問われなくてはならない凸

-人一人の子どもたちに対してキャリア・カウン

セリングなどをつうじてクール・ダウンを図って

いく必要があるが その体制が十分に事ぞっていな

いにもかかわらず，学経社会批判の結果，社会的

というシステムから排除されてい

くなかで，こうしたクール・ダウンの機能も|叶時

されている可能性を指摘しておかなくては

ならないだろう

キ 事 ダ

直線芸芸 能可絶型 室主行童話 虫繁E祭主芝

題5 キャリア形成の諸類型

第2t二一人一人の告襟を設定すること

字む問題を指揖しなくてはならないり先にみたよ

うに，そもそもキャリ

という考え方自

一応一
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さのアノミ -Jの状況においてはキャリア

あ母方はi商品寝的なものだけではなく，

も断絶を倖っているもの，蛇行しているもの，あ

るしミは螺旋的に進行するもの など多種多様であ

なキャリア形成は明確な目標に向

かうものであるが 日際そのものが明雄でない

らありうるし u 標を明

こうしたキャリア形成の多様な形患のいくつかを

図示すれば，同Sのようになるだろう

キャリア・カウンセワングでは「米決定を減らす

ことJと詩人の特性と職業の存性の闘の-致を

こうした志向が日本のキャリア教育のなかにもみ

られることはここまでみてきたとおりである。

かし，例えば， fよきせぬ出来事がキャワアの機

会に結びつく jという， J D.クルン 7ドルツによっ

て提唱された「計出jされた偶発性

Happenstance) ， 2007， p.88) キャリア

ないことを端的に不している

キャワア形成は，明確な日標を設定したからと

いって，あるいは明確な日標を設定しなかったか

らといって，いずれの場合であっても，重大な間

を抱えるものではないという基本的な事実を確

認しなくてはならないだろうのそれでは， 目擦を

だろうか口あるいはキャ

リア形成に教育的にかかわること自称が舟意味だ

というのだろうかり最後にその問題を考えてみた

し

(2)キャリア教育にできることとできないこと

fj性かさのアノミーJの状況においては，キャ

て変容

く るひ

と同義で-は会い。教育

を見出しうるのは，教青の対象である

ところの子rもがその教育された内容を学背した

ときだけである。その意味では教育は子とともとの

な関係 Yな ど で は な く 向 的 な も の で

しかないのつまり事子どもが学刊しな

どこまでも残るかぎり 教育ということばだけで

は大人〈教師)と子どもとの間の関係を十分に記

ることはできないのであるり大人と子どもは

教育という事取におい

ではなく，大人による

債なっているの

という事態と子どもに

よる学科Jという事態が同時に成立しているために

に見えるにすぎないのであるのそう

るならば，大人と子どもとの関棋は，関6のよう

になるはずである。

@く〉〈 θ
罷s教宵する大人と学関する子ども

間6 との関採のみを抽出したが，子ど

もiままわりに存在する捺々な人一一ー大人のみなら

ず子どもも会まれる一ーやことがらからも

ることはいうまでもないりつまり，大人による教

育が遂行されている場耐においても，子どもはそ

々なものから学科しているのであるむ

だとすると，大人による教育は，子どもにとって

学習の対象のーっとしての意味しかないと考えて

よいだろうりそれゆえ，子ども

らみれば警大人による教育が子どもに関与

しうるのはかなり限定的であるということになる。

しかし，このことは教育がまったく禁意味だと

し=う短絡的 憎はいたらない。子どもは様々

な文化への参入と しながら.その文

なかで什らに必要なこと にも紙

自覚的にも一一成捨選択しつつザ:習している心つ

まち，文化を構成する大人は環境の… A っとして子

どもたちとlilJき合うことになる G 大人はliij

を生きる先連として子どもとともに生きることを

じて様々なことがらを一一自覚的にも紙白覚的

にも一一イ云達していくことになるの大人

きかけることを合めて，子どもに対して一人

の実践者としての有り械を示すこと以外に子ども

と教育的にかかわることはできないのである

このように考えてくると，子どもは大人による

… 86-
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教育的なかかわりから自ら なことを身につ

けていくはずである。教育を行うものはこの基本

的な事実を繕認しておく必要がある

キャワア教育において

かかわり方はより切実に立

こうした子どもへの

くると考えら

れるのというのも キャリアは子どもが社会に参

る過程における相互作用のなかで形成されて

いくものだからである。多様な錨値制が併存する

を4.きる子と々もにとって，大人一一一当該の社

会において子どもたちよ与も先に中j舌している実

していることや伝えようとしてい

ること，さらには積秘的に教えようとすることは，

しかもちえないむ子ども

はある

キャリア教育の全体操を把握しキャワア教育の

今後の方向を見出すという研究の議緒にすぎないの

それゆえ.今後の研究の課題をいくつか指摘して，

を閉じることとしたい。

まず:本稿はキャリ と

という目的をもっていたものの，

なる教育観への批判的考察が中心的なテーマと

なっている。この教育観はキャリア教育のみなら

ず，あらゆる場面において問題となることはいう

までもないが，キャリア教脊固有の課題がどのよ

うなところにあるのかという点について

リア教育やキャリア・カウンセリングな

H本で取り組まれている諸実践や，キャワア形成

はそこから

かし.こうし

られる。し ヨ一口ッ

と密接に結び、ついている

どとも絡み合わせて考察すベ

を操作返しながら，子どもは

'キャリアを形成してしミるのである時それゆ

え，キャワア教青にできることは，子どもたちよ

りも先を生きる大人が正しいと考える実践を子ど

もたちに示すことだけなのであるの

キャリア形成が多様なプロセスを料るかぎり，

大人は自分たちの錨傍観とは樹容れないものゃい

まだ経験したことがないものに出会うことになる

だろう O そのl設大人lまとまどい，場合によって

は自らの考えるキャリア形成とは異なったプロゼ

スに対して嫌悪!惑をもつこともあるかもしれない。

しかし大人は新しいキャリア形成のプ口セスに

ることで，大人自身のキャワアを形成する

契機を獲得しているのであるのつまり，大人に

とって異禁なキャリア形成のプロセス;丈そのプ

口セスを経てしミる{患者にとってのキャリア

あると同11寺iこ，そのプロセスに遭j昆し，自ら

さぶられている大人自身にとづても，

キャリア形成のプ口セスなのである。その!緊.

人が日らの信じるキャリア形成のプ口セスを歩み

ること以外にキャワア教育の成立する場所は

ないのである。

おわりに

しているキャ

を明らかにするという

辻述せられたが，それは，口顕に ょう

を見

tHr~ 

きところであろう

また，文化のなかでのキャリア形成のあり方に

ついての検討を深めていく必要がある

よってキャワ

られるのしかし，

どもの学習を捉える本稿の立場か

を正当とみな

ってくると考え

とみなすその基準を子ども

白身がや得的に存しているとは考えにくいのこの

上述の社会的排除の問題と突は密接にか

かわってくるはずであるむある文北におし

と患われることが次の世代にいかにして継承され

ていくのか，そこから離脱する自告を発掛するこ

とがなぜ、できないのか，こうした

くことが今後の課題となるだろう

{註}

(1)問えば，そのもっとも leL.:hfiイ19な研究といいうるのが

fキャリア教青への揺待Jj ([五)¥'[教育政策研究所， 2(07)

であろうのただし同書も j臨み;的には謂長研究の報行書ーと

しての意味合いが強いといわざるをえないの

( 2)削えば「教育J概念自体が未様定であるから教育学

が成立するというラデイカルな主張も成り立つ(川 rjl，

20(3)。筆者はこの見解には干しないが，教育というこ

とばの意;昧内定が多様であるという状況の柾たにはなる

であろう

3 )このように子どもの学宵過将や形成過程と教育との

関 f，f~を捉えると寸ると， 子どもに教青が必要なのかどう

か，大人は子どもにいかに|何き台えばよいのかという

開にi吉出せざるをえないが喧これに勺いては紺野ほか

(2008)を参照日
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4 )なお.新参者はなぜ、向'L、的に¥centnpe:tal1y .，・余的

実践活を μ指すことを f正当的(Jegitimatが

みなすのかについて Laveand Wenger (1991)では十分

な説明が手えられていなし、。社会や文化への参入と慌時

に離説をする白山が新参;計には号えられているため. I匂

心的に向うことのみを正:iiだとは考えないはずであるり

その点について示唆喜きであるのは. Willis (1977)であ

るのそこでは，労f動計階級の rどもたちが労11在降級に

なっていく再生産の仕組みをその階級の反学校(ff.]な文イヒ

的背景から掛づけている。これはブルデューが提粧した

文化的拝中高:の間認で、もあるが (BourdIeu加 dPassげ on.

1964. 1970). いわゆる'芋習への融機づけに社会や文化が

いかにイ乍用しているのかを分割?していく手かカfりとなる

であろう α この..'.'μこついては別稿において取り組むこ

としたいの

5 )もちろん，学校の中あるいは学校の外でも生じうる

仲間集|せ]flJJでの離脱と移入はありうる。しかしながら，

学校イとされた社会においては学校そのものへの参入が不

可避的に子どもたちに要求されることとなるの

( 6) 同様に成り伝つことがi羽難な棋士念としてj芸能教育が

考えられる。 道徳教育は「道穂{ゾ1:を養うことを目標j

文部科学者.1998. としているが，そもそも道徳WI:
という f[ìiI~1J的かゥ主体的なものに対して，他者が f教育J

告とjにi期Ij閉することは国灘、である。ただ， キャリア教育

同措， そのことが道i徳忠性の古育c成に{地患許が|関羽ワ.する可能{

を羽訓排lドeぷE蛤余するものではないことはここでで?確認しておきたいο

7 )こニでで、諌題とするのは キヤ iリjア教7育守?之が笠場場一してさ

たB時寺f代t状況を分j軒告軒fしてそれの?背京託をi明g持]らかに寸す即ることで

iはよなく. 11本におけるキャリア教育施策， とりわけ文部

科学者をql心として実施されているキャリア教育の諸肱

築の???去をiiliることである。ぞれらの諸諸築が講じられ

た背怯を賂認することで，キャ 1)ア教育の控える問題を

序き題;りにすることカCIlJ去をになるはずである υ

8) rキャリア教育の総合的推進jという項目は2003("ζ 

成年!た 2004(平成16)年度ともに「生涯学社会の

実現へjという市においてあげられているが. 2003ドy:

成i昨年度が第10~íJで教後のJr{ LIであったのに対して.

2001\ドド成 16) 年!支では引~ 1¥鵠へとその位指が変北して

いる(文部科学f'i.2(治生 2005)

(9 )母性労働行 (2007)では rJ'i{l.:都、業者jということば

が!日しミられているがヨ 本稿では青年無業fi'とニ』トとを

同義のものとしてJtJし、ることとする。なおーこの点につ

いては，本米イ午、リスで円士会的排除住民lusion)JのIIlJ
と|剖 i息づけられてきた“NEET(N悦 inEducation. 

Employmentor Training)"という概念がけ本に導入さ

れた際に111産階級ι多い「ひきこもりJのイメージと求ね什

わされてきたとの批判もある(本出廷か.2006. p.38-41 

筆おもこの批判に舟立するところではあるが，カタカナ

書きで「二一トjと衣記した場合，本米の“NEET"と;土

民なって， H~強f'10)意味内突を作むものとして崩いら

れていると考えてよいだろう

もちろん f註かさのアノミ -Jの状況においてはす

Jj占移動を rH旨すという肝心や欲引

をもつこと誌なし人3 しかし，

IlJ能性をお擁すること誌で、きるはずであ

るじつまり，親の学校によって子どもの努力や窓欲に格

差が生じ，その制結として，子どもたちは自ら学肢の機

{与を日新したり，放棄したりすることになるが，学歴の

穫、得合け指す!弱は社会的卜“昇移動を日指7宇野心や欲喰を

扱き立て続けるからであるの例え;式古川 (2006)を参

話

ここではすべて…1:にIfl)かう隠としてぶしたが， もち

ろんこの方向もまた多犠でありうるのさらに，これらの

や問形態や被什院態もありうるだろうし号IJの類期もあ

りうるだろう。 fヌ!なミしたのはあくまでもキャリア形成の

泊る経路がー絡ではないことを明らかにするためで、ある日
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